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1934年生まれ。地図学者。法政大学文学部地理学科卒業、法政大学大学
院地理学科博士課程修了。立教中学・高等学校教諭、法政大学非常勤講師、
亜細亜大学非常勤講師、国士舘大学非常勤講師、跡見学園女子大学非常勤
講師を経て、現在、日本地図センター研究顧問、日本地図学会名誉会員、
地図情報センター顧問。著書に『新・高校地理 基礎研究・要点整理 新教
科書準拠』（有朋堂、1965年）、『地図で遊ぶ本 地形図を楽しむコツ集』（文
潮出版、1976年）、『地図のはなし』（長島克夫絵、ポプラ社、1979年）、『町
のはなし』（高橋透絵、ポプラ社、1979年）、『地図で見る世界の形の移りか
わり　地球の大きさと日本の形』（ポプラ社、1991年）など。

日
本
地
図
史
研
究
に

稜
線
を
画
す
業
績
を
集
成

万分 1 地形図より低価格の 70 円であったが、
1974 年（昭和 49）9 月には他の図と同様 110 円
となった（図 4-1-4）。
その間、1972 年（昭和 47）から 1974 年に修正

測図が行なわれ、1973 年、1974 年に刊行されて
いる。

第 3期　復帰以後の 5万分 1地形図（編集図）

現在の 5万分 1地形図は、2万 5 千分 1地形図
からの編集図となっている。沖縄に関しては、
1973 年（昭和 48）から 1980 年に測量された 2万
5 千分 1 地形図から、1974 年から 1982 年にかけ
て編集されており、例外的に「魚釣島」のみが
1988 年（昭和 63）の編集、2003 年（平成 15）の
発行である（表 4-1-1-3、表 4-1-4）。
図郭はできるだけ経緯度位置を守りながら、延

伸や集合さらには図郭を東西に平行移動させるな
ど、少ない面数でまとめようとしている。西表島
のように、島を中心に設計された図幅もある。図
式は昭和 40 年式（昭和 44 年加除訂正）2万 5 千
分 1 地形図公式（以下 44 年式）が用いられ、4

ができる。これらは順次発行されていったが、最
終的には、1966 年（昭和 41）1 月 25 日に発行期
日を統一している。以下、発行時期ごとに検討し
てみよう（表 4-1-1-2、表 4-1-3）。
1961 年（昭和 36）応急修正、1962 年（昭和

37）6 月 20 日発行図 10 面は、「那覇」「糸満」な
どの主に沖縄本島に関する図幅で、多面体図法を
用いて、従来の地形図をベースに応急修正を行
なっている。大きな変化部分以外は、等高線には
手を入れていない。
1962 年（昭和 37）応急修正、1963 年 9 月 10

日発行図 8面は、「宮古島」「石垣島」などの主に
先島諸島に関する図幅で、投影は「横メルカトー
ル図法」としてあり、北海道の米軍由来の地形図
にもしばしばこの記載がある。当初、ユニバーサ
ル横メルカトル図法をこのように表現したことが
あった（なお、日本国際地図学会では地図用語の
統一に際し「メルカトール」を「メルカトル」に
改めている）。この地域では、占領軍が図化機を
用いて描いた地図をベースにして 35 年式に描き
改めている。従来の地形図と地形等の表現が異な
るところがある。なお、後刷では「横メルカトー
ル図法」を「ユニバーサル横メルカトール図法」
と改めた図幅もあり、1962・63 年応急修正のうち、
1966 年（昭和 41）1 月 25 日発行の諸図がそれに
あたる。ベースには占領軍の地図を利用し、図名
と図中の行政名や主要地名にローマ字が添えられ
ており、上記 2時期の図よりも整って見える。
第 2 期の図群は、1972 年（昭和 47）5 月に沖

縄県の本土復帰がなると「昭和 41 年 1 月 25 日発
行」の日付のまま、発行者を建設省国土地理院と
し、地図の右上肩に「暫定版」の表示をして、発
行者のかたわらに「この図は旧琉球政府刊行の地
形図を応急的に複製したものである」と注記して
いる。このことは「国土地理院発行　地図一覧図　
昭和 49 年 4 月 1 日現在」上にもみてとることが
できる。それに先立ち、単独の一覧図も「国土地
理院発行　沖縄地方地図一覧図　昭和 47 年 5 月
22 日現在」として国土地理院から柾半裁判で応
急的に刊行された（図 4-1-3）。当初は国内の 5

内地の国土地理院発行地形図等の作成委託業者に
依頼して行なわれた。時あたかも地図製図技術が
着墨清絵からスクライブ法に転換する時期でもあ
り、スクライブを併用し、昭和 30 年（35 年加除
訂正）式地形図図式（以下 35 年式と略記）に則っ
て、3色刷で作成した。
第 2期の本図群は応急修正の年代や内容等から

1962 年、1963 年、1966 年の 3 期に区分すること

球政府法務局臨時土地調査庁は、陸地測量部発行
の 5万分 1地形図をもとに、戦後の復興と開発の
ため空中写真や種々の資料により地形図の応急修
正を行なった。従来の経緯度区画によると海面ば
かりが目立つ図幅が多かったことから、図幅の延
伸、集合などの統合を行ない、地図用紙も柾判に
とらわれず、横長判、特横長判、大判を用いて全
27 面に収めた。作業は国土地理院の指導の下に、

図 4-1-4 5 万分 1 地形図「西表島北部」

（投影は「横メルカトール図法」、定価は「70円」になっている。）

（投影が「ユニバーサル横メルカトール図法」に、定価は「110 円」に
訂正されている。）

図 4-1-1 「陸地測量部發行地圖区域一覽図（其一）　昭和 11 年 3 月末日現在」

1936 年（昭和 11）当時、一般に販売が許された 17面の国名が載せられている。
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樺太の地形図類について

はじめに

樺太（カラフト）島の南部は日露戦争（1904
～ 05 年）後日本に帰属したが、第二次世界大戦
の結果（1945 年）ロシア（当時はソ連）に併合
された。日本の領土であったころのいわゆる南樺
太の面積は 33,455㎢であった。

従来樺太の地図については、測量史中にわずか
の記載があるのみであった（測量・地図百年史編
集委員会 1970：451-455）。目録では国立国会図書
館参考書誌部（1967）および北海道大学附属図書
館（1981）があり、さらに『樺太 5 万分の 1 地図』

（陸地測量部製作 1983）や『樺太二万五千分の一
地図集成』（樺太地図資料研究会 2000）といった
リプリントが刊行されるようになった。また最近
では樺太における空中写真測量にも関心がよせら
れている（小林ほか 2004）。ここでは樺太にどの
ような過程で地形図類が作製されたかについて明
らかにしてみたい。

仮製樺太南部 5万分 1

日露戦争後ポーツマス条約によりまず国境画定
の測量が行なわれ（1905 年）、天測により 4 点で
位置を確定した（測量・地図百年史編集委員会
1970：451-452）。

1907 年、樺太境界劃定委員 1）と陸地測量部の
名称で、国境地域、敷香川沿岸、敷香・真縫間の
海岸線と安別・北名好間の海岸線、海馬島の 26
面 2）の略測図が行なわれた。1909 年、残りの沿
岸部全域と轟峠・逢坂などの東西交通路、落合・
豊原以東の全域にわたり臨時測図部 3）によって
略測図が行なわれた。なお「西能登呂岬」は

1910 年測図となっている。
いずれの地図も 1911 年に製版され、同年 4 月

から 6 月にかけ、10 日印刷、15 日発行とされた。
著作権所有印刷兼発行者名は陸地測量部であっ
た。本図の図名等は図 4-4-1 と表 4-4-1 の通り
で、また本図群によって測図された地域はおおよ
そ図 4-4-1 に示した通りである。緯度が内地よ
りも高いため 1 図幅の経度差 15 分の幅が狭くな
るため各所で図郭線を切り東西方向の延伸が行な
われている。これは後の写真測量要図・地形図で
も同様である。

本図の図式は図郭外右側下方に「圖式ハ明治
三十三年式地形圖圖式ニ準ス」とし「該圖式ニ掲
ケサル記号ハ本圖ノ欄外ニ於テ之ヲ示ス」とあり、
地図毎に多少の差はあるが偃

はい

松
まつ

はほとんどにみら
れる。「鳴海」図幅（図 4-4-2）には偃松のほか
林空・国界・国界標本・焼木林があり、「小里」
図幅には「跋渉シ得サル湿地」がある。いずれに
しろ若干の天測点をもとに行なった略測図であ
り、内容の精度は高くない。しかし当時としては
広範囲にわたり迅速に行なわれた測図の成果で、
十分満足すべきものであったと思われる。

本図群の最初の発行年は前述の如く 1911 年 4
月で、逐次刊行されたようである 4）。その間、全
101 面中 41 面以上に 1922 年に修正測図が行なわ
れ、1927・28 年に刊行市販された。図 4-4-1 に
示した如く、沿岸部と主要路線を表した地図にす
ぎないが、日本北辺の当時としては軍事的に重要
なところであった。地形図完成後は秘扱のために
販売されなかった地区も、当初は全域が販売され
たために所蔵者も多く、広く利用されたものと思
われる。地形図完成に先立つ 1922 年の修正は、
行政区画・行政名（村界・村名）、集落名のカラ

図 4-4-1 仮製樺太南部 5 万分 1　作製区域一覧図

「陸地測量部發行地圖區域一覧表」（1925 年〈大正 14〉11 月改版）
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樺太の地形図類について

組見本（縮小率約33%）
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迅速測図原図

参謀本部の東京五千分一図の一部

❖カラーの地図図版は口絵に収録
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❖
本
書
を
推
薦
し
ま
す

旧
版
地
形
図
の
来
歴
、
特
性
が
一
望
の
も
と
に
─
─
『
旧
版
地
形
図
類
の
基
礎
的
研
究
』
刊
行
に
寄
せ
て

元
国
立
国
会
図
書
館
特
別
資
料
課
長（
地
図
な
ど
）　

鈴
木
純
子

❖
お
す
す
め
し
ま
す

地
図
史
、
地
理
学
、
歴
史
学
、
都
市
史
、
鉄
道
史
、
沖
縄
史
、
植
民
地
研
究
、
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書
館

　
清
水
靖
夫
氏
に
よ
る
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
地
形
図
研
究
が
い
よ

い
よ
集
大
成
さ
れ
る
。
著
者
清
水
氏
の
多
面
的
な
業
績
は
広
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
根
幹
を
ゆ
る
ぎ
な
く
支
え
る
研
究
活
動
の
対
象
が
地
形
図
で

あ
っ
た
。
範
囲
は
台
湾
、
朝
鮮
半
島
な
ど
の
日
本
統
治
期
の
も
の
も
含
む

全
て
に
及
ぶ
。
本
書
の
意
義
は
勤
務
先
の
紀
要
、
学
会
誌
、
そ
の
他
種
々

個
別
に
発
表
さ
れ
て
き
た
そ
の
基
幹
部
分
の
主
要
か
つ
貴
重
な
成
果
に
、
ま

と
め
て
接
す
る
可
能
性
の
実
現
に
あ
る
。
氏
の
研
究
の
特
性
は
厖
大
な
自

身
所
蔵
図
を
は
じ
め
各
種
収
蔵
機
関
探
索
、
人
的
交
流
な
ど
を
つ
う
じ
て

読
み
解
き
、
知
悉
し
た
個
別
の
地
図
の
記
載
事
項
と
、『
陸
地
測
量
部
沿
革

誌
』、
出
版
目
録
、
図
式
規
程
な
ど
を
丹
念
に
照
合
し
て
、
そ
の
位
置
づ
け

を
明
ら
か
に
す
る
点
で
あ
る
。
本
書
が
解
題
と
と
も
に
収
録
す
る
各
種
一
覧

図
や
、
改
版
の
図
歴
を
追
う
目
録
類
は
文
字
ど
お
り
手
塩
に
か
け
た
労
作

で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
地
図
室
で
長
く
地
図
資
料
を
担
当
し
て
来
た

筆
者
は
、
ほ
ぼ
全
期
間
を
通
じ
て
氏
の
探
索
活
動
に
ふ
れ
、
多
く
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
。
地
誌
の
記
憶
媒
体
と
し
て
の
地
形
図
の
利
用
が
有
効
に
お

こ
な
わ
れ
る
た
め
に
も
本
書
は
必
備
で
あ
る
。


